
 

 
 

 
 

  2019 年 9 ⽉ 9 ⽇ に 関 東 地 ⽅ に 暴 ⾵ に よ る 家 屋 倒 壊 等 を も た ら し た 台 ⾵ 15 号、 続 く 10 ⽉ 12 ⽇ か ら 13 ⽇ に 
か け て 関 東 甲 信 越・ 東 北 地 ⽅ を 縦 断 し 豪 ⾬ に よ る 河 川 氾 濫 等 を 引 き 起 こ し た 台 ⾵ 19 号、 そ し て 各 被 災 
地 に 重 ね て の 被 害 を 発 ⽣ さ せ た 10 ⽉ 25 ⽇ の ⼤ ⾬ は、 14 都 県 390 市 町 村 を 災 害 救 助 法 適 ⽤ 地 域 と す る な 
ど、 広 域 か つ 甚 ⼤ な 被 害 を も た ら し ま し た。  
  こ の 度 の 災 害 で 被 災 さ れ た 皆 様 に 謹 ん で お 悔 や み と お ⾒ 舞 い を 申 し 上 げ ま す。  
 
  ⼀ 般 社 団 法 ⼈ RCF で は、 東 ⽇ 本 ⼤ 震 災 よ り 培っ て き た 復 興 ⽀ 援 の ノ ウ ハ ウ を 活 ⽤ し、 こ れ ら の 被 災 
地 域 に お い て 今 後 中 核 的 に 復 興 を 担 う こ と を ⽬ 指 す 団 体 に 対 し、 助 成 を ⾏ う と と も に、 被 災 者 ⽀ 援 や 
事 業 者 ⽀ 援 等 の ⽣ 活 再 建 ⽀ 援 の ⼿ 法 を 共 有 し、 地 域 の 復 興 を ⽀ 援 す る プ ロ グ ラ ム を 開 始 い た し ま す。  
 
  被 災 地 域 に お い て 中 ⻑ 期 的 に 地 域 の 復 興 を 担 う 意 思 の あ る 団 体 の 皆 さ ま の ご 応 募 を、 ⼼ よ り お 待 ち 
し て お り ま す。  
 

    ⼀ 般 社 団 法 ⼈ RCF  
2019 年 12 ⽉ 6 ⽇  
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【公 募 概 要】  
 

1.   事 業 の ⽬ 的  

2019 年 台 ⾵ 15 号・ 19 号 及 び 10 ⽉ 25 ⽇ ⼤ ⾬ の 被 災 地 域 に お い て 中 ⻑ 期 的 に 復 興 （被 災 者 ⽀ 援・ 産 業 ⽀ 
援） を 担っ て い く こ と を ⽬ 指 す 団 体 の ⽀ 援・ 育 成 を ⽬ 的 と し ま す  

2.   対 象 事 業  

被 災 地 域 の 被 災 者・ 被 災 事 業 者 の 課 題 を 解 決 し、 中 ⻑ 期 的 な 地 域 の 復 興 を ⽬ 指 す 事 業 を 対 象 と し ま 
す。 下 記 に 例 を ⽰ し ま す が、 課 題 は 被 災 地 域 の 状 況 に よ る た め 下 記 に は 限 り ま せ ん  
 
・ 例） 被 災 者 の 課 題 ︓ 甚 ⼤ な 被 害 に あっ た 被 災 地 で は、 ⾏ 政 の ⽀ 援 に よ り 住 宅 の 再 建 は ⼀ 定 程 度 進 
む も の の、 ⼈ と ⼈ と の つ な が り を ケ ア す る ⽀ 援 が 不 ⾜ し が ち で あ る こ と か ら、 仮 設 住 宅 期 の コ ミュ 
ニ ティ 形 成 や 復 興 住 宅 期 つ な が り の 創 出 な ど が 課 題  
 
・ 例） 事 業 者 の 課 題 ︓ 被 災 地 の 産 業 復 興 に お い て は、 ⾏ 政 に よ り 設 備 や 施 設 の 復 旧 は ⼀ 定 程 度 進 む 
も の の、 販 路 の 再 開 拓 や ⼈ 材 確 保 な ど の ソ フ ト ⾯ の ⽀ 援 は 不 ⾜ す る こ と か ら、 こ れ ら ⾏ 政 ⽀ 援 等 の 
範 囲 外 と な る 復 興 へ の ⽀ 援 が 課 題  

3.   応 募 資 格  

中 ⻑ 期 的 に 被 災 地 域 の 復 興 を ⽬ 指 す 意 思 の あ る 団 体 で あ る こ と （法 ⼈ 格 の 有 無 は 問 い ま せ ん）  
 
※1   対 象 地 域 は、 2019 年 台 ⾵ 15 号・ 19 号 及 び 10 ⽉ 25 ⽇ ⼤ ⾬ で 災 害 救 助 法 の 適 ⽤ が あっ た 14 都 県 
390 市 区 町 村 (11 ⽉ 1 ⽇ 現 在。 以 後 内 閣 府 よ り 更 新 が あ れ ば 最 新 の も の を 適 ⽤) と し ま す  
※2   休 眠 預 ⾦ 等 活 ⽤ 事 業 共 通 に 求 め ら れ る 事 項 と し て p.7 「 5. 申 請 資 格 要 件」 を ご 確 認 く だ さ い  

4.   助 成 期 間 と 助 成 ⾦ 額  

・ ⼀ 般 社 団 法 ⼈ RCF と の 契 約 締 結 後 (2019 年 1 ⽉ 末 頃) 〜 最 ⼤ 2 年 程 度  
・ 1 団 体 あ た り 最 ⼤ 1,000 万 円 程 度  
・ 1~4 団 体 程 度  
 
※1   採 択 さ れ た 場 合、 必 要 な 事 務 ⼿ 続 き を ⾏ い、 資 ⾦ 提 供 契 約 を 締 結 次 第、 事 業 開 始 と な り ま す。  
※2   助 成 ⾦ の 交 付 は 事 業 開 始 時 及 び 4 ⽉, 7 ⽉, 10 ⽉, 1 ⽉ の 四 半 期 毎 ま た は 半 年 毎 を 想 定 し て い ま す。  

5.   公 募 の プ ロ セ ス と ス ケ ジュー ル  

・ 公 募 期 間 ︓ 2019 年 12 ⽉ 6 ⽇ (⾦) 〜  2019 年 12 ⽉ 26 ⽇ (⽊) 正 午  
・ 公 募 説 明 会 ︓  2019 年 12 ⽉ 13 ⽇ (⾦) 15:30 〜 17:00  
・ ⾯ 談 (必 要 に 応 じ) ︓ 2020 年 1 ⽉ 6 ⽇ (⽉) 〜 2020 年 1 ⽉ 8 ⽇ (⽔)  
・ 採 択 結 果 の ご 連 絡 ︓ 2020 年 1 ⽉ 中 旬 (予 定)  
 
※1   応 募 書 類 等 に 関 す る 確 認 の た め、 現 地 ⼜ は オ ン ラ イ ン に て ⾯ 談 を 設 定 さ せ て 頂 く 場 合 が ご ざ い 
ま す。  該 当 す る 場 合 は 2019 年 12 ⽉ 27 ⽇ (⾦) ま で に 事 務 局 か ら ご 連 絡 し ま す。 上 記 ⽇ 程 の い ず れ か で 
調 整 を お 願 い し ま す  
 
※2   今 後、 公 募 は 今 回 含 め 計 2 回 実 施 す る こ と を 予 定 し て い ま す （ 2 回 ⽬ 公 募 は 2020 年 3 ⽉ 以 降 の 予 
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定。 別 途 公 表 し ま す）。 た だ し、 申 請 や 選 考 の 状 況 等 に よ り 1 回 で 終 了 す る 場 合 が あ り ま す。  

6. オ ン ラ イ ン 公 募 説 明 会 の 開 催  

応 募 を ご 検 討 の ⽅ を 対 象 に、 オ ン ラ イ ン に て 説 明 会 を 開 催 し ま す。  
参 加 は 必 須 で は あ り ま せ ん。 説 明 資 料 は 後 ⽇ RCF の WEB サ イ ト に も 掲 載 し ま す。 ご 無 理 の な い 範 囲 
で ご 参 加 く だ さ い。  
 
・ ⽇ 時 ︓ 2019 年 12 ⽉ 13 ⽇ (⾦)   15:30 〜 17:00  
・  申 込 ︓ 12 ⽉ 11 ⽇ (⽔) 正 午 ま で  に、 google フォー ム （下 記 URL ⼜ は QR コー ド） に て  
  必 要 事 項 を ご 記 ⼊ の 上 お 申 し 込 み く だ さ い。  
   https://forms.gle/yJRLW4PMHZ4D8Tc4A  
 
※1   お 申 込 み 確 認 後、 ZOOM に よ る 配 信 ⽅ 法 を 別 途 ご 案 内 し ま す。  
※2   東 京 で の 弊 団 体 オ フィ ス （東 京 都 港 区 元 ⾚ 坂 1-7-20 ） で の ご 参 加 を ご 希 望 の ⽅ は、 申 し 込 み 
フォー ム に て そ の 旨 を ご 記 ⼊ く だ さ い。  

7.   提 出 書 類  

下 記 の と お り で す。 詳 細 は p.15 別 添 1 の 「申 請 に 必 要 な 書 類 チェッ ク リ ス ト」 を ご 確 認 く だ さ い。  
（様 式 １） 助 成 申 請 書 兼 確 認 書  
（様 式 ２） 事 業 計 画 書  
（様 式 ３） 資 ⾦ 計 画 書  
（様 式 ４） 役 員 名 簿  
※ 法 ⼈ 格 が あ る 場 合 は、 定 款、 登 記 事 項 証 明 書、 事 業 報 告 書、 決 算 報 告 書 類  
※ 法 ⼈ 格 が な い 場 合 は、 団 体 の ⽬ 的 及 び 事 業 内 容、 決 算 の 状 況 が 分 か る 資 料  
※ そ の 他 団 体 パ ン フ レッ ト や 広 報 誌 等 参 考 と な る も の が あ れ ば 提 出 可  

8.   提 出 ⽅ 法  

件 名 は 【休 眠 預 ⾦ 応 募・ ○○○ （団 体 名）】 と し て 提 出 書 類 ⼀ 式 を デー タ で 下 記 ま で 送 付 く だ さ い。 
紙 で の 提 出 は 不 要 で す。  
⼀ 般 社 団 法 ⼈ RCF   防 災・ 災 害 対 応 チー ム 宛   E-mail ア ド レ ス ︓ bousai@rcf.co.jp    

9.   審 査 の 基 準  

審 査 に あ たっ て は、 ① 事 業 の 妥 当 性、 ② 実 ⾏ 可 能 性、 ③ 継 続 性 を 重 視 し、 社 会 課 題 の 適 格 な 把 握 と 
そ の 着 実 な 解 決 を 図 り、 助 成 終 了 後 も 中 ⻑ 期 で 事 業 を 継 続 で き る 提 案 を ⾼ く 評 価 し ま す。 そ の 上 
で、 ④ 〜 ⑦ の 項 ⽬ に つ い て も 総 合 的 に 勘 案 の 上、 選 定 し ま す。  
 
① 事 業 の 妥 当 性  
社 会 状 況 や 課 題 の 問 題 構 造 の 把 握 が ⼗ 分 に ⾏ わ れ て お り ､ 資 ⾦ 分 配 団 体 が 設 定 し た 課 題 に 対 し て 妥 当 
で あ る か   
・ 被 災 地 域 の 課 題 を 捉 え て お り、 事 業 内 容 が 課 題 の 解 決 策 と し て 妥 当 か  
・ ⽀ 援 対 象 の 被 災 者 や 被 災 事 業 者 を ⼀ 定 数 確 保 し、 定 量 的・ 定 性 的 に 妥 当 な 成 果 ⽬ 標 を 設 定 し て い 
る か  
 
② 実 ⾏ 可 能 性  
業 務 実 施 体 制 や 計 画 ､ 予 算 が 適 切 か   
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― ス ケ ジュー ル や 資 ⾦ の 使 途・ 資 ⾦ の 計 画 は 妥 当 か  
― 組 織 体 制 や 役 割 分 担 が 明 確 で あ り、 業 務 を 安 定 し て 推 進 で き る 体 制 が 構 築 で き て い る か  
 
③ 継 続 性  
助 成 終 了 後 の 計 画 (出 ⼝ 戦 略 や ⼯ 程 等) が 具 体 的 か つ 現 実 的 か   
― 助 成 終 了 後 も 継 続 し て 地 域 の ⽣ 活 再 建 ま た は 産 業 ⽀ 援 を 担 う 計 画 が あ る か  
― ⾃ ⼰ 資 ⾦ ⼜ は ⺠ 間 資 ⾦ の 確 保 に む け た 計 画 が あ る か （ ※1 ）  
 
④ 連 携 と 対 話  
準 備 段 階 か ら 終 了 後 ま で、 多 様 な 関 係 者 と の 協 働 や 体 系 的 な 対 話 が 想 定 さ れ て い る か   
― ⽀ 援 対 象 の 被 災 者 や 被 災 事 業 者、 地 域 の 関 係 者、 地 域 の ⾏ 政 と 関 係 構 築 が で き て い る か  
 
⑤ 先 駆 性 （⾰ 新 性）  
社 会 の 新 し い 価 値 の 創 造 ､ 仕 組 み づ く り に 寄 与 す る か   
― 次 の 災 害 に 対 応 で き る 地 域 の 仕 組 み づ く り や 災 害 復 興 に お け る 新 た な モ デ ル と な り う る か  
 
⑥ 波 及 効 果  
事 業 か ら 得 ら れ た 学 び が 組 織 や 地 域 ､ 分 野 を 超 え て 課 題 の 解 決 に つ な が る こ と が 期 待 で き る か   
― 本 事 業 の 取 組 を 広 く 情 報 発 信 し、 他 地 域 や 組 織、 分 野 へ 展 開 可 能 な モ デ ル と な り う る か  
 
⑦ ガ バ ナ ン ス・ コ ン プ ラ イ ア ン ス  
事 業 を 適 確 か つ 公 正 に 実 施 で き る ガ バ ナ ン ス・ コ ン プ ラ イ ア ン ス 体 制 等 を 備 え て い る か  
― 団 体 と し て の 理 念 や 組 織、 運 営 体 制 等 が 明 確 で あ る か  
ー 団 体 と し て の 実 績 が あ り、 対 外 的 に 信 頼 を 得 ら れ て い る か  
― 求 め ら れ る ガ バ ナ ン ス や コ ン プ ラ イ ア ン ス の 確 保 に 対 し 真 摯 に 取 り 組 む 姿 勢 が あ る か （ ※2 ）  
 
※1   申 請 団 体 は 事 業 終 了 時 に、 今 後 の 継 続 を ⾒ 据 え 可 能 な 限 り ⾃ ⼰ 資 ⾦・ ⺠ 間 資 ⾦ を 確 保 す る こ と 
を 期 待 し ま す。 な お、 採 択 さ れ た 場 合 に は RCF で も ⺠ 間 企 業 等 か ら の 資 ⾦ 確 保 を ⽀ 援 し て い き ま す  
※2   ガ バ ナ ン ス・ コ ン プ ラ イ ア ン ス に つ い て は、 期 限 ま で に p.16   別 添 2 の 必 要 事 項 を 含 む 規 定 類 の 
整 備 が 求 め ら れ ま す  

10.   問 い 合 わ せ 先  

公 募 期 間 中、 不 明 点 等 が あ る 場 合 は 下 記 ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い  
E-mail ア ド レ ス ︓  bousai@rcf.co.jp     
電 話 番 号 ︓ 03-6447-0041 （受 付 時 間 ︓ 9:00 〜 17:00 ）  
担 当 ︓ 四 登  （し の ぼ り） 、 新 倉  （に い く ら）  
※ 共 通 す る 質 問 が あっ た 場 合 は Q&A を 後 ⽇ WEB サ イ ト に 掲 載 す る こ と が あ り ま す  
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休 眠 預 ⾦ 等 交 付 ⾦ に 係 る 資 ⾦ を 活 ⽤ し た 事 業 に お い て  
共 通 に 求 め ら れ る 事 項  

 
  本 助 成 事 業 は、 休 眠 預 ⾦ 等 交 付 ⾦ に 係 る 資 ⾦ を 活 ⽤ し た 事 業 （以 下 「休 眠 預 ⾦ 等 活 ⽤ 事 業」 と い 
う） と し て ⾏ う 事 業 で す。  
 
  ⼀ 般 社 団 法 ⼈ RCF は 「⺠ 間 公 益 活 動 を 促 進 す る た め の 休 眠 預 ⾦ 等 に 係 る 資 ⾦ の 活 ⽤ に 関 す る 法 律 
（平 成 28 年 法 律 第 101 号）」 （以 下 「法」 と い う。） に お い て、 資 ⾦ 分 配 団 体 と し て 採 択 さ れ、 同 法 に 
基 づ く 指 定 活 ⽤ 団 体 で あ る、 ⼀ 般 財 団 法 ⼈ ⽇ 本 ⺠ 間 公 益 活 動 連 携 機 構 （以 下 「 JANPIA 」 と い う。） か 
ら の 助 成 を 受 け、 本 助 成 事 業 を 実 施 し て い ま す。 資 ⾦ 分 配 団 体 か ら 助 成 を 受 け、 ⺠ 間 公 益 活 動 を ⾏ う 
団 体 は 共 通 し て 実 ⾏ 団 体 と 呼 ば れ ま す。  
 
  前 ⾴ ま で の 記 載 内 容 は、 休 眠 預 ⾦ 等 活 ⽤ 事 業 に お い て、  台 ⾵ 15 号・ 19 号 及 び 10 ⽉ 25 ⽇ の ⼤ ⾬ 被 害 に 
係 る 公 募 と し て、 ⼀ 般 社 団 法 ⼈ RCF が 定 め た 公 募 概 要  で す。  
  こ れ よ り 下 記 は、  休 眠 預 ⾦ 等 活 ⽤ 事 業 に お い て、 指 定 活 ⽤ 団 体 で あ る JANPIA よ り 共 通 に 求 め ら れ る 
事 項  で す (⼀ 部 RCF の 運 ⽤ ⽅ 法 に よ る も の を 含 み ま す)。 応 募 に あ たっ て は、 最 後 ま で ご ⼀ 読 く だ さ い。  
  な お、  ガ バ ナ ン ス・ コ ン プ ラ イ ア ン ス 体 制 の 整 備 （ p.10   11(2)(3) ） や ⺠ 間 資 ⾦ の 確 保 （ p.10   11(5) ） 
な ど に つ い て は、 RCF が 資 ⾦ 分 配 団 体 と し て サ ポー ト し ま す 。 懸 念 点 等 あ れ ば お 気 軽 に お 問 合 せ く だ 
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1. 趣 旨  
  我 が 国 に お い て は、 ⼈ ⼝ 減 少、 ⾼ 齢 化 の 進 展 等 の 経 済 社 会 情 勢 の 急 速 な 変 化 が ⽣ じ て お り、 国 ⺠ ⽣ 
活 の 質 や ⽔ 準 へ の 影 響 等、 様々 な 社 会 課 題 に 直 ⾯ し て い ま す。  
こ う し た 社 会 課 題 の 中 に は、 法 制 度 や 予 算 等 の 仕 組 み 上、 ⾏ 政 の 執 ⾏ に な じ み に く い、 既 存 施 策 で は 
⼗ 分 な 対 応 が 困 難 で あ り、 国 及 び 地 ⽅ 公 共 団 体 で は 対 応 が 困 難 な 課 題 が 多 く あ り ま す。 こ れ ら の 解 決 
に 資 す る た め、 10 年 以 上 ⼊ 出 ⾦ 等 が 確 認 で き な い 休 眠 預 ⾦ 等 に つ い て、 預 ⾦ 者 等 に 払 い 戻 す 努 ⼒ を 尽 
く し た 上 で、 ⺠ 間 公 益 活 動 を 促 進 す る た め に 活 ⽤ す る こ と と し た 「⺠ 間 公 益 活 動 を 促 進 す る た め の 休 
眠 預 ⾦ 等 に 係 る 資 ⾦ の 活 ⽤ に 関 す る 法 律 （平 成 28 年 法 律 第 101 号）」 （以 下 「法」 と い う。） が、 平 成 
30 年 1 ⽉ 1 ⽇ に 全 ⾯ 施 ⾏ さ れ ま し た。  
 
  ⼀ 般 財 団 法 ⼈ ⽇ 本 ⺠ 間 公 益 活 動 連 携 機 構 （以 下 「 JANPIA 」 と い う。） が、 同 法 に 基 づ く 指 定 活 ⽤ 団 
体 と し て、 ⺠ 間 公 益 活 動 を ⾏ う 団 体 （以 下 「実 ⾏ 団 体」 と い う。） に 対 し て 助 成 を ⾏ う 資 ⾦ 分 配 団 体 
の 公 募 を 実 施 し た 結 果、 ⼀ 般 社 団 法 ⼈ RCF が 採 択 さ れ ま し た。 実 ⾏ 団 体 の 公 募 を 以 下 の 要 項 に 沿っ て 
実 施 し ま す。  
 
2.   休 眠 預 ⾦ 等 交 付 ⾦ に 係 る 資 ⾦ の 活 ⽤ に よ り め ざ す 姿  
  休 眠 預 ⾦ 等 交 付 ⾦ に 係 る 資 ⾦ （以 下 「休 眠 預 ⾦ 等 に 係 る 資 ⾦」 と い う。） の 活 ⽤ に よ る ⽬ 的 は、 以 
下 の 2 点 で す。  
・ 国 及 び 地 ⽅ 公 共 団 体 が 対 応 す る こ と が 困 難 な 社 会 課 題 の 解 決 を 図 る こ と  
・ ⺠ 間 公 益 活 動 の ⾃ ⽴ し た 担 い ⼿ の 育 成 並 び に ⺠ 間 公 益 活 動 に 係 る 資 ⾦ を 調 達 す る こ と が で き る 環 境 
を 整 備 す る こ と  
  こ れ ら の ⽬ 的 を 達 成 す る こ と で、  
・ 社 会 課 題 の 解 決 の た め の ⾃ 律 的 か つ 持 続 的 な 仕 組 み が 構 築 さ れ  
・ 資 ⾦ 分 配 団 体 や、 実 ⾏ 団 体 が ⺠ 間 の 資 ⾦ を ⾃ ら 調 達 し て 事 業 の 持 続 可 能 性 を 確 保 し  
・ 社 会 課 題 の 解 決 に 向 け た 取 組 が 強 化 さ れ ま す。  
 
  我 が 国 の 社 会 課 題 解 決 能 ⼒ の ⾶ 躍 的 な 向 上、 お よ び 国 連 サ ミッ ト で 採 択 さ れ た 持 続 可 能 な 開 発 ⽬ 標 
（ SDGs ︓ Sustainable   Development   Goals ） の 達 成 に 貢 献 す る こ と も 期 待 さ れ ま す。 本 事 業 の 財 源 で 
あ る 休 眠 預 ⾦ 等 は 国 ⺠ の 資 産 で あ る こ と か ら、 国 ⺠ を は じ め と す る ス テー ク ホ ル ダー （多 様 な 関 係 
者） に 対 す る 事 業 の 透 明 性 や 説 明 責 任 を 果 た す と と も に 事 業 に よ る 成 果 の 可 視 化 も 求 め ら れ ま す の 
で、 そ の た め の 事 業 評 価 の 実 施 も 重 視 し ま す。 ま た、 ⺠ 間 公 益 活 動 の 持 続 可 能 性 を 担 保 す る た め に、 
⺠ 間 公 益 活 動 を 担 う 組 織 の 能 ⼒ 強 化 を ⽬ 的 と し た 伴 ⾛ ⽀ 援 に 重 点 を お い て い ま す。  
 
優 先 的 に 解 決 す べ き 社 会 の 諸 課 題  
  JANPIA が 提 ⽰ す る 3 つ の 領 域 と 7 つ の 優 先 す べ き 社 会 の 諸 課 題 （下 記 参 照） の う ち、 本 助 成 事 業 で 
は、 3) 地 域 社 会 に お け る 活 ⼒ の 低 下 そ の 他 の 社 会 的 に 困 難 な 状 況 に 直 ⾯ し て い る 地 域 の ⽀ 援 に 係 る 活 
動 と し て、 ⑥ 地 域 の 働 く 場 づ く り の ⽀ 援、 ⑦ 安 ⼼ ･ 安 全 に 暮 ら せ る コ ミュ ニ ティ づ く り へ の ⽀ 援 を ⽬ 指 
し て い ま す。 採 択 さ れ た 場 合、 実 ⾏ 団 体 は 採 択 事 業 で 設 定 し た 課 題 が 該 当 す る 課 題 と ⽀ 援 を 下 記 よ り 
提 ⽰ す る 必 要 が あ り ま す。  
 
<3 つ の 領 域 と 優 先 す べ き 社 会 の 諸 課 題 >  
  1) ⼦ ど も 及 び 若 者 の ⽀ 援 に 係 る 活 動   
①   経 済 的 困 窮 な ど ､ 家 庭 内 に 課 題 を 抱 え る ⼦ ど も の ⽀ 援  
②   ⽇ 常 ⽣ 活 や 成 ⻑ に 困 難 を 抱 え る ⼦ ど も と 若 者 の 育 成 ⽀ 援  
③   社 会 的 課 題 の 解 決 を 担 う 若 者 の 能 ⼒ 開 発 ⽀ 援  

  2) ⽇ 常 ⽣ 活 ⼜ は 社 会 ⽣ 活 を 営 む 上 で の 困 難 を 有 す る 者 の ⽀ 援 に 係 る 活 動   
④   働 く こ と が 困 難 な ⼈ へ の ⽀ 援  
⑤   社 会 的 孤 ⽴ や 差 別 の 解 消 に 向 け た ⽀ 援   
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  3) 地 域 社 会 に お け る 活 ⼒ の 低 下 そ の 他 の 社 会 的 に 困 難 な 状 況 に 直 ⾯ し て い る 地 域 の ⽀ 援 に 係 る 活 動   
⑥   地 域 の 働 く 場 づ く り の ⽀ 援   
⑦   安 ⼼ ･ 安 全 に 暮 ら せ る コ ミュ ニ ティ づ く り へ の ⽀ 援  
 

3.   実 ⾏ 団 体 に 期 待 さ れ る 役 割  
  社 会 の 諸 課 題 は 現 場 か ら 上 がっ て く る こ と が 多 い こ と か ら、 実 ⾏ 団 体 に は、 事 業 の 実 施 に よ り 社 会 
の 諸 課 題 を 解 決 す る だ け で は な く、 そ う し た 課 題 を 可 視 化 す る と と も に、 現 場 の ニー ズ 等 を 資 ⾦ 分 配 
団 体 に フィー ド バッ ク し、 ⺠ 間 公 益 活 動 の 改 善 に つ な げ て い た だ く こ と を 期 待 し て い ま す。  
実 ⾏ 団 体 に 期 待 さ れ る 役 割 は 以 下 の と お り で す ｡  
①   ⾏ 政 の 縦 割 り に ｢ 横 串 ｣ を 刺 す ､ あ る い は 公 的 制 度 の い わ ゆ る ｢ 狭 間 ｣ に 位 置 し て い る 具 体 的 な 社 会 
の 諸 課 題 を 抽 出 し ､ 可 視 化 す る ｡   

②   成 果 に 着 ⽬ し つ つ 休 眠 預 ⾦ 等 に 係 る 資 ⾦ を 効 果 的 ･ 効 率 的 に 活 ⽤ し ､ 社 会 の 諸 課 題 の 解 決 に 向 け た 
取 組 を 推 進 す る ｡   

③   ⺠ 間 の 創 意 ･ ⼯ 夫 を ⼗ 分 に 活 か し ､ 複 雑 化 ･ ⾼ 度 化 し た 社 会 の 諸 課 題 を 解 決 す る た め の ⾰ 新 的 な ⼿ 
法 を 開 発 し ､ 実 践 す る ｡   

④   ⾃ ら ⾏ う ⺠ 間 公 益 活 動 の 成 果 評 価 を 実 施 し ､ ⺠ 間 公 益 活 動 の ⾒ 直 し や ⼈ 材 等 の 資 源 配 分 へ の 反 映 
等 ､ ⺠ 間 公 益 活 動 の マ ネ ジ メ ン ト の 中 で 評 価 を 有 効 に 活 ⽤ す る ｡   

⑤   現 場 の ニー ズ や 提 案 ､ 事 業 成 果 等 を 資 ⾦ 分 配 団 体 を 通 じ て JANPIA に フィー ド バッ ク す る こ と に よ 
り、 本 制 度 の ⼀ 層 の 改 善 に つ な げ る。  

 
4.   実 ⾏ 団 体 へ の 助 成 事 業 の 概 要  
  p.2 〜 4 の 公 募 概 要 に 記 載 の と お り で す。  
 
5.   申 請 資 格 要 件  
  実 ⾏ 団 体 と し て 助 成 の 対 象 と な る 団 体 は 原 則 ､ 以 下 の と お り で す ｡   
  法 ⼈ 格 の 有 無 は 問 い ま せ ん が ､ ガ バ ナ ン ス ･ コ ン プ ラ イ ア ン ス 体 制 を 満 た し て い る 団 体 （ p.10 「 11. 選 
定 時 の 審 査 項 ⽬」 の (1) 〜 (3) を 参 照） で あ る 必 要 が あ り ま す ｡  
 
  た だ し ､ 以 下 の 場 合 は 助 成 の 対 象 と な り ま せ ん ｡  

(1)   宗 教 の 教 義 を 広 め ､ 儀 式 ⾏ 事 を ⾏ い ､ 及 び 信 者 を 教 化 育 成 す る こ と を 主 た る ⽬ 的 と す る 団 体  
(2)   政 治 上 の 主 義 を 推 進 し ､ ⽀ 持 し ､ ⼜ は こ れ に 反 対 す る こ と を 主 た る ⽬ 的 と す る 団 体  
(3)   特 定 の 公 職 (公 職 選 挙 法 (昭 和 25 年 法 律 第 100 号) 第 3 条 に 規 定 す る 公 職 を い う ｡ 以 下 こ の 号 に お い て 
同 じ) の 候 補 者 (当 該 候 補 者 に な ろ う と す る 者 を 含 む ｡) 若 し く は 公 職 に あ る 者 ⼜ は 政 党 を 推 薦 し ､ ⽀ 
持 し ､ ⼜ は こ れ ら に 反 対 す る こ と を ⽬ 的 と す る 団 体  

(4)   暴 ⼒ 団 (暴 ⼒ 団 員 に よ る 不 当 な ⾏ 為 の 防 ⽌ 等 に 関 す る 法 律 (平 成 3 年 法 律 第 77 号) 第 2 条 第 2 号 に 規 定 
す る 暴 ⼒ 団 を い う ｡ 次 号 に お い て 同 じ ｡)  

(5)   暴 ⼒ 団 ⼜ は そ の 構 成 員 (暴 ⼒ 団 の 構 成 団 体 の 構 成 員 を 含 む ｡ 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ ｡) 若 し く は 暴 ⼒ 
団 の 構 成 員 で な く なっ た ⽇ か ら 5 年 を 経 過 し な い 者 の 統 制 の 下 に あ る 団 体  

(6)   暴 ⼒ ､ 威 ⼒ と 詐 欺 的 ⼿ 法 を 駆 使 し て 経 済 的 利 益 を 追 求 す る 反 社 会 的 団 体  
(7)   資 ⾦ 分 配 団 体 の 選 定 若 し く は 実 ⾏ 団 体 の 選 定 を 取 り 消 さ れ ､ そ の 取 り 消 し の ⽇ か ら 3 年 を 経 過 し な 
い 団 体 ､ ⼜ は 他 の 助 成 制 度 に お い て こ れ に 準 ず る 措 置 を 受 け ､ 当 該 措 置 の ⽇ か ら 3 年 を 経 過 し な い 団 
体  

(8)   同 ⼀ の 事 業 テー マ で 同 時 期 に 複 数 の 資 ⾦ 分 配 団 体 に 申 請 し た 団 体。  
 
6.   助 成 ⽅ 針 等  

(1)   実 ⾏ 団 体 に 対 す る 助 成 の ⽅ 法 は ､ 資 ⾦ 分 配 団 体 が 策 定 し JANPIA に 提 出 し た 事 業 計 画 ･ 資 ⾦ 計 画 等 の 
内 容 を 踏 ま え て 決 定 し ま す ｡   

(2)   期 待 さ れ た 社 会 的 成 果 が 達 成 で き な い 可 能 性 も 想 定 し ､ 適 切 な リ ス ク 管 理 を ⾏っ て い た だ き ま す ｡   
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(3)   ⾃ ⼰ 資 ⾦ ⼜ は ⺠ 間 か ら の 資 ⾦ の 確 保 に つ い て は、 休 眠 預 ⾦ 等 に 係 る 資 ⾦ に 依 存 し た 団 体 を ⽣ ま な 
い た め の 仕 組 み と し て、 20% 以 上 は ⾃ ⼰ 資 ⾦ ⼜ は ⺠ 間 か ら の 資 ⾦ の 確 保 を 原 則 と し ま す。 た だ 
し、 財 務 状 況 や 緊 急 性 の あ る 場 合 に は、 そ の 理 由 を 明 ⽰ し て い た だ き、 ⾃ ⼰ 負 担 分 を 減 じ る こ と 
と し ま す。 ま た、 複 数 年 度 の 事 業 に お い て は、 助 成 終 了 後 の 事 業 継 続 を ⾒ 据 え て 事 業 の 最 終 年 度 
に は 原 則 に 戻 す こ と と な り ま す。  

     な お、 本 助 成 事 業 に お い て は、 上 記 原 則 を ⽬ 指 す べ く、 RCF と し て ⺠ 間 の 資 ⾦ 調 達 を ⽀ 援 す る と 
と も に、 限 ら れ た 期 間 で 災 害 復 興 ⽀ 援 事 業 に 集 中 す る と い う 特 殊 性 か ら、 や む を 得 な い 場 合 は 最 
終 年 度 に お い て も ⾃ ⼰ 負 担 分 を 減 じ る 場 合 が あ り ま す。  

(4)   最 ⻑ 3 年 間 ､ 実 ⾏ 団 体 に 対 し て 複 数 年 度 に わ た る 助 成 を ⾏ う こ と が 可 能 で す ｡ た だ し ､ 2023 年 3 ⽉ を 
超 え る こ と は で き ま せ ん ｡  

(5)   助 成 額 の ⼀ 部 を 管 理 的 経 費 に 充 て る こ と を 可 能 と し ま す ｡ 当 該 管 理 的 経 費 は ､ 役 職 員 の ⼈ 件 費 等 や 
管 理 部 ⾨ 等 の 管 理 経 費 ､ 事 務 所 の 家 賃 等 に 要 す る 経 費 で ､ 当 該 業 務 に 要 す る 経 費 と し て 特 定 す る こ 
と が 難 し い も の の ､ ⼀ 定 の 負 担 が ⽣ じ て い る 経 費 で す ｡ （助 成 申 請 額 か ら 評 価 関 連 経 費 を 差 し 引 い 
た 額 の 最 ⼤ 15% と し ま す ｡）  

    総 事 業 費 の 中 で ⼈ 件 費 を 対 象 と す る 場 合 は ､ そ の 旨 と ⼈ 件 費 ⽔ 準 等 (⼈ 件 費 の 幅 ま た は 平 均 値) を 特 
記 し て 開 ⽰ す る こ と を 資 ⾦ 提 供 契 約 に 定 め る こ と と し ま す (｢ 9. 経 費 に つ い て ｣ 参 照) ｡  

(6)   助 成 ⾦ の ⽀ 払 い は ､ 資 ⾦ 提 供 契 約 に 基 づ き 概 算 払 い で ⾏ い ま す ｡ 複 数 年 度 に わ た る 事 業   の 場 合 に は 
申 請 時 に 複 数 年 度 に わ た る 事 業 計 画 と 資 ⾦ 計 画 等 の 提 出 が 必 要 で す。 た だ し、 助 成 ⾦ の ⽀ 払 い は 
年 度 ご と に 確 定 し 精 算 す る も の と し ま す。 （ p.10 「 13 ． 選 定 後 に つ い て   (2) 助 成 ⾦ の 管 理 と ⽀ 払 い  
④ ⽀ 払 時 期 等」 を 参 照）  

 
7. 選 定 に つ い て  

(1)   選 定 基 準  
  p.2 〜 4 の 公 募 概 要 に 記 載 の と お り で す。  
 
(2)   ま た ､ 以 下 ① 〜 ④ の 事 項 に も 配 慮 し 選 定 し ま す ｡  
①   国 ⼜ は 地 ⽅ 公 共 団 体 か ら 補 助 ⾦ ⼜ は 貸 付 ⾦ (ふ る さ と 納 税 を 財 源 と す る 資 ⾦ 提 供 を 含 む) に つ い て 
は 本 事 業 の 助 成 費 ⽤ に 対 し て 重 複 し た 資 ⾦ の 交 付 に あ た ら な い こ と を 条 件 と し て 可 能 と し ま す ｡   

②   本 事 業 と 同 ⼀ 事 業 に つ い て 他 の 助 成 財 団 か ら の 助 成 等 を 受 け る こ と は、 本 事 業 の 助 成 費 ⽤ に 対 し 
て 重 複 し た 資 ⾦ の 交 付 に あ た ら な い こ と を 条 件 と し て 可 能 と し ま す ｡  

③   既 存 の 団 体 が 実 ⾏ 団 体 と な る べ く 申 請 し た 場 合 ､ 休 眠 預 ⾦ が 実 質 的 に 他 の 事 業 の 財 源 に 活 ⽤ さ れ 
る と 想 定 さ れ る な ど ､ 当 該 団 体 へ の 単 な る 財 政 ⽀ 援 に 相 当 す る 場 合 は 選 定 し ま せ ん。  

④   社 会 的 成 果 の 最 ⼤ 化 の 観 点 を 重 視 し ま す ｡ ま た ､ 社 会 の 諸 課 題 や そ れ を 解 決 す る た め の ⼿ 法 の 多 様 
性 に 対 応 で き る よ う に し て い く 観 点 か ら ､ 特 定 の 地 域 に 偏 ら な い よ う に 配 慮 す る と と も に ､ 分 野 に 
つ い て 配 慮 し ま す ｡  

 
(3)   そ の 他 の 留 意 事 項  
①   申 請 書 類 の 作 成 等 契 約 締 結 ま で に 要 す る 全 て の 費 ⽤ に つ い て は、 各 申 請 団 体 の 負 担 と な り ま す。  
②   審 査 の 結 果、 実 ⾏ 団 体 に 指 定 さ れ な かっ た こ と に よ る ⼀ 切 の 損 害 等 に つ い て 資 ⾦ 分 配 団 体 が 責 任 
を 負 う も の で は あ り ま せ ん。  

 
8.   申 請 の ⼿ 続 き  
  p.2 〜 4 の 公 募 概 要 に 記 載 の と お り で す。  
 
9.   経 費 に つ い て  

  (1)   積 算 に つ い て  
1 団 体 あ た り の 全 事 業 期 間 に お け る 最 ⼤ の 助 成 額 の ⽬ 安 は ､ 1,000 万 円 で す ｡   
対 象 と な る 経 費 は ､ 助 成 事 業 の 実 施 に 必 要 な 経 費 と し ､ 個 別 の 資 ⾦ 提 供 契 約 に お い て 最 終 決 定 さ れ る 
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も の と し ま す ｡  
①   様 式 3 「資 ⾦ 計 画 書」 は、 申 請 団 体 が 通 常 使 ⽤ す る 会 計 費 ⽬ を 使 ⽤ し て 作 成 し て 下 さ い。  
②   複 数 年 度 に わ た る 事 業 の 場 合 に は、 各 事 業 年 度 お よ び 事 業 期 間 全 体 の 資 ⾦ 計 画 を 作 成 し て 下 さ い  
③   事 業 年 度 は 4 ⽉ 1 ⽇ （ま た は 事 業 開 始 時） か ら 翌 年 3 ⽉ 31 ⽇ ま で と し て 下 さ い。  
④   各 費 ⽬ は 算 出 根 拠 を ⽰ す 必 要 が あ り ま す。  
⑤   謝 ⾦、 賃 ⾦、 旅 費、 交 通 費 に つ い て は、 資 ⾦ 分 配 団 体 と 実 ⾏ 団 体 と で 協 議 の 上、 助 成 ⽔ 準 を 定 め 
ま す。 た だ し そ の 場 合 で も、 社 会 通 念 上 妥 当 と 認 め ら れ な い ⽔ 準 の 場 合 に は、 調 整 さ れ る こ と が 
あ り ま す。  

(2)   資 ⾦ 計 画 書 作 成 時 の 留 意 点  
①   資 ⾦ 計 画 書 は 助 成 ⾦ 申 請 額 と ⾃ ⼰ 資 ⾦ ⼜ は ⺠ 間 資 ⾦ を 合 わ せ た 事 業 費 に つ い て 記 載 し て 下 さ い。 
助 成 対 象 経 費 は、 直 接 事 業 費 と 管 理 的 経 費 と に ⼤ き く 分 け た 上 で、 申 請 団 体 が 通 常 使 ⽤ す る 会 計 
費 ⽬ で 分 類 し て 下 さ い。  

分   類  定 義・ 留 意 点  
直 接 事 業 費  - 助 成 事 業 実 施 に 直 接 係 る 活 動 経 費 の う ち、 ⽀ 出 に か か る 証 拠 書 

類 を 提 出 で き る 費 ⽤ で す。  
     謝 ⾦、 旅 費 交 通 費、 会 議 費、 会 場 借 料、 借 料 損 料、 印 刷 製 本 

費、 通 信 運 搬 費、 広 告 宣 伝 費、 消 耗 品 費、 施 設 改 修 費、 機 器 購 
⼊ 費、 委 託 費、 ⼈ 件 費 （当 該 事 業 に 従 事 す る 業 務 従 事 者 の 給 
与） な ど  

- 助 成 申 請 額 か ら 評 価 関 連 経 費 を 差 し 引 い た ⾦ 額 の 85 ％ 以 上 と 
し て く だ さ い。  

管 理 的 経 費  - 役 職 員 の ⼈ 件 費 等 や 管 理 部 ⾨ な ど の 管 理 的 経 費、 事 務 所 の 家 賃 
等 に 要 す る 経 費 で、 当 該 業 務 に 要 す る 経 費 と し て 特 定 す る こ と 
が 難 し い も の の、 ⼀ 定 の 負 担 が ⽣ じ て い る 経 費、 ⼜ 活 動 を 実 施 
す る た め の 調 査 費 等 で す。  

- 助 成 申 請 額 か ら 評 価 関 連 経 費 を 差 し 引 い た ⾦ 額 の 最 ⼤ 15 ％ と 
し ま す。  

- 申 請 事 業 の 経 費 と し て 特 定 す る こ と が 困 難 な 費 ⽤ に つ い て は、 
他 事 業 と 按 分 し て、 算 出 根 拠 を 明 ら か に し て く だ さ い。  

 
② 評 価 の 確 実 な 実 施 を 図 る 観 点 か ら、 評 価 等 に 関 す る 調 査 実 施 に 要 す る 経 費 と し て、 評 価 関 連 経 費 
（直 接 事 業 費 と 間 接 事 業 費 の 合 計 の 5 ％ 程 度） の 計 上 が 求 め ら れ ま す。 本 助 成 事 業 に お い て は 各 
団 体 の 申 請 額 に 含 め て 助 成 し ま す。 様 式 3 「資 ⾦ 計 画 書」 に お い て、 評 価 に 係 る ⼈ 件 費 や 旅 費 交 
通 費 な ど の 経 費 ⾒ 合 い と し て 5% で ⾃ 動 算 出 し て い ま す。 ⾦ 額 や 使 途 の 詳 細 は、 採 択 さ れ た 場 合 
に、 RCF と 協 議 の 上 決 定 し ま す。  

 
(3)   対 象 外 経 費 に つ い て  
①   ファー ス ト ク ラ ス、 スー パー シー ト、 プ レ ミ ア ム エ コ ノ ミー、 グ リー ン ⾞ な ど の 特 別 料 ⾦  
②   会 議 費 の 範 囲 を 逸 脱 し、 社 会 通 念 上、 接 待 交 際 費 に 当 た る も の  
③   個 ⼈ ま た は 団 体 に 贈 与 さ れ る 寄 付 ⾦、 義 援 ⾦ 及 び 贈 呈 品 等  
 
上 記 以 外 の 費 ⽤ で あっ て も、 事 業 ⽬ 的 に 沿 わ な い 場 合 な ど に は、 減 額 ま た は 対 象 外 と な る 可 能 性 が 
あ り ま す。 ま た 資 ⾦ 提 供 契 約 後 に ⽀ 出 し た 費 ⽤ の み が 対 象 と な り ま す。 遡 及 し て の 適 ⽤ は で き ま せ 
ん。 判 断 が 難 し い 場 合 な ど、 不 明 な 点 が あ り ま し た ら、 事 前 に ご 相 談 く だ さ い。  

 
10.   選 定 の 流 れ  

p.2 〜 4 の 公 募 概 要 に 記 載 の と お り で す。 な お、 公 平・ 公 正 な 審 査 の た め ､ 第 三 者 の 外 部 専 ⾨ 家 等 に よ 
る 審 査 会 議 に お い て 審 査 が ⾏ わ れ ま す ｡  
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11.   選 定 時 の 審 査 項 ⽬  

p.2 〜 4 の 公 募 概 要 に 記 載 の と お り で す が、 休 眠 預 ⾦ 等 に 係 る 資 ⾦ を 活 ⽤ す る 事 業 と し て、 下 記 観 点 
も 求 め ら れ ま す。  

 
(1)   利 益 相 反 防 ⽌ の た め の 措 置 を 講 じ な い 限 り、 資 ⾦ 分 配 団 体 と 利 益 相 反 の 関 係 が あ る と み ら れ る 組 
織、 団 体 等 で は な い こ と  

(2)   事 業 を 適 確 か つ 公 正 に 実 施 で き る ガ バ ナ ン ス・ コ ン プ ラ イ ア ン ス 体 制 等 を 備 え て い る こ と  
(3)   ガ バ ナ ン ス・ コ ン プ ラ イ ア ン ス 体 制 等 に つ い て は、 別 添 2 の 必 須 項 ⽬ を 資 ⾦ 提 供 契 約 締 結 ま で に 提 
出 す る こ と  

  な お、 別 添 2 で 契 約 期 間 中 に 提 出 す べ き と さ れ て い る も の に つ い て は 様 式 1 の 「提 出 書 類 に 関 す る 誓 
約」 で 提 出 を 誓 約 す る こ と （た だ し、 別 添 2 の 注 記 を ご 参 照 く だ さ い）  

(4)   ⺠ 間 公 益 活 動 の 実 施 に 関 す る 計 画 に お い て、 達 成 す べ き 成 果、 資 ⾦ 分 配 団 体 に よ る ⽀ 援 の 出 ⼝ 及 
び ⽀ 援 の 期 間、 各 事 業 年 度 に お け る 事 業 内 容 と 必 要 な 費 ⽤ 額 が 明 ⽰ さ れ て い る こ と  

(5)   休 眠 預 ⾦ 等 に 係 る 資 ⾦ に 依 存 し た 団 体 を ⽣ ま な い た め の 仕 組 み と し て、 総 事 業 費 か ら 評 価 関 連 経 
費 を 減 じ た 額 の 20% 以 上 は ⾃ ⼰ 資 ⾦ ⼜ は ⺠ 間 か ら の 資 ⾦ を 確 保 し て い る こ と を 原 則 と す る。 た だ 
し、 財 務 状 況 や 緊 急 性 の あ る 場 合 な ど で、 希 望 す る 団 体 に は、 そ の 理 由 を 明 ⽰ し て い た だ き、 ⾃ 
⼰ 負 担 分 を 減 じ る。 ま た、 複 数 年 度 の 事 業 に お い て は、 助 成 終 了 後 の 事 業 継 続 を ⾒ 据 え て 事 業 の 
最 終 年 度 に は 原 則 に 戻 す こ と  
   
な お、 本 助 成 事 業 に お い て は、  上 記 原 則 を ⽬ 指 す べ く RCF と し て ⺠ 間 の 資 ⾦ 調 達 を ⽀ 援 す る と と 
も に、 限 ら れ た 期 間 で 災 害 復 興 ⽀ 援 事 業 に 集 中 す る と い う 特 殊 性 か ら、 や む を 得 な い 場 合 は 最 終 
年 度 に お い て も ⾃ ⼰ 負 担 分 を 減 じ る 場 合 が あ り ま す。  

 
12.   審 査 結 果 の 通 知 と 開 ⽰  

(1)   通 知 ⽅ 法  
審 査 結 果 に つ い て は ､ 申 請 団 体 に 対 し ⽂ 書 で 通 知 し ま す ｡  

 
(2)   情 報 公 開  

実 ⾏ 団 体 公 募 要 領 や 公 募 に 必 要 な 書 式 に つ い て は 弊 団 体 の WEB サ イ ト 上 で ⼀ 般 に 公 表 し ま す。  
ま た、 公 募 に 申 請 し た 団 体 の 情 報 （団 体 名・ 所 在 地・ 事 業 名・ 事 業 概 要） を、 募 集 終 了 時 に 弊 団 
体 の WEB サ イ ト 上 で 公 表 し ま す。  
さ ら に、 選 定 し た 実 ⾏ 団 体 の 名 称、 申 請 事 業 の 名 称 及 び 概 要、 選 定 過 程、 選 定 理 由、 助 成 総 額 と 
そ の 算 定 根 拠 を 弊 団 体 の WEB サ イ ト 上 で 公 表 し ま す。 な お、 上 記 に 関 し て は 様 式 1 助 成 申 請 書 兼 確 
認 書 に お い て 情 報 公 開 に 関 す る 承 諾 を 確 認 し て い た だ き ま す。  
な お、 公 表 に あ たっ て は、 当 該 実 ⾏ 団 体 の 権 利・ 利 益 を 損 な わ な い よ う に 配 慮 し ま す。  

 
13.   選 定 後 に つ い て  

(1)   休 眠 預 ⾦ 助 成 シ ス テ ム  
休 眠 預 ⾦ 助 成 シ ス テ ム を 使 ⽤ し て、 JANPIA 及 び 資 ⾦ 分 配 団 体、 実 ⾏ 団 体 間 で 進 捗 管 理 や 評 価 結 
果 等 を ペー パー レ ス で 迅 速 に 共 有 し ⼀ 元 管 理 し ま す。 ま た、 事 業 運 営 の 透 明 性 を 確 保 す る た め、 
⼊ ⼒ さ れ た 内 容 は 基 本 的 に す べ て 開 ⽰ さ れ ま す。  

  (2)   事 業 の 進 捗 管 理  
実 ⾏ 団 体 は ､ 資 ⾦ 提 供 契 約 に 基 づ き ､ 原 則 と し て 3 ⽉、 6 ⽉、 9 ⽉、 12 ⽉ の 四 半 期 毎 ⼜ は 6 か ⽉ 毎 の 
活 動 の 進 捗 お よ び 助 成 ⾦ 等 の 使 ⽤ 状 況 に つ い て 休 眠 預 ⾦ 助 成 シ ス テ ム を 使っ て 報 告 し て 下 さ い。  
上 記 に 加 え ､ 事 業 の 進 捗 状 況 を 把 握 す る た め の 協 議 を 対 ⾯ 形 式 で 毎 ⽉ 1 回 以 上 程 度 ⾏ い ま す ｡ こ の 
形 式 は イ ン ター ネッ ト を 通 じ た 遠 隔 会 議、 テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム 等 を 含 み ま す ｡  
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  (3)   助 成 ⾦ の 管 理 と ⽀ 払 い  
①   ⼝ 座 の 開 設 に つ い て  

総 事 業 費 を ⼀ 元 的 に 管 理 す る た め、 総 事 業 費 の み を 管 理 す る た め の 指 定 ⼝ 座 を 開 設 し て 下 さ 
い。 指 定 ⼝ 座 に お い て 総 事 業 費 以 外 の ⾦ 銭 の 管 理 を ⾏ わ な い よ う に し、 指 定 ⼝ 座 以 外 の ⾦ 融 機 関 
⼝ 座 に お い て 総 事 業 費 の 管 理 を ⾏ わ な い で く だ さ い。 ま た、 指 定 ⼝ 座 に お け る ⽇ 本 円 で の 預 ⾦ を 
除 く ほ か、 本 総 事 業 費 を 運 ⽤ し な い よ う に し て 下 さ い。  
な お、 預 ⾦ 保 険 制 度 に よ り 万 ⼀ の 時 に も 預 ⾦ が 全 額 保 護 さ れ る べ き と い う 観 点 か ら ､ 総 事 業 費 

の 管 理 の た め の ⾦ 融 機 関 ⼝ 座 残 ⾼ が ⼀ 時 的 で あっ て も 1,000 万 円 を 超 え る 可 能 性 が あ る 場 合 に は ､ 
決 済 ⽤ 預 ⾦ ⼝ 座 (利 息 の 付 か な い 普 通 預 ⾦ あ る い は 当 座 預 ⾦) を 開 設 し て 下 さ い ｡ 通 帳 が な い 当 座 預 
⾦ に つ い て は ､ イ ン ター ネッ ト を 通 じ 取 引 明 細 が 随 時 出 ⼒ で き る も の に 限 り ま す ｡  

②   ⼝ 座 の 管 理  
実 ⾏ 団 体 は ､ 弊 団 体 に 対 し ､ 指 定 ⼝ 座 の 預 ⾦ 残 ⾼ や 出 ⾦ 及 び 振 込 み に 関 す る 情 報 を 定 期 的 に 提 

供 ⼜ は 報 告 し て く だ さ い ｡ ま た ､ JANPIA が こ れ ら の 情 報 の 提 供 ⼜ は 報 告 を ICT を 活 ⽤ し た 休 眠 預 ⾦ 
助 成 シ ス テ ム を 通 じ て ⾏ う こ と を 要 請 し た 場 合 に は 必 要 な 協 ⼒ を お 願 い す る こ と が あ り ま す ｡  

③   ⽀ 出 管 理  
や む を 得 な い 事 由 が あ る と 資 ⾦ 分 配 団 体 が 認 め た 場 合 を 除 き ､ 指 定 ⼝ 座 か ら 現 ⾦ の 出 ⾦ を ⾏ わ 

ず ､ 原 則 と し て 指 定 ⼝ 座 か ら の ⽀ 出 は 振 込 み に よっ て ⾏っ て く だ さ い ｡ だ た し、 1 か ⽉ あ た り 1 万 円 
を 超 え な い ⼩ ⼝ 現 ⾦ の ⽀ 出 に つ い て の 事 前 承 認 は 不 要 で す ｡ そ の 際 ､ 指 定 ⼝ 座 か ら 出 ⾦ し た 現 ⾦ の 
額 ､ 出 ⾦ の ⽇ 時 及 び ⽬ 的 な ど は 記 録 し て く だ さ い (帳 票 の ひ な 形 は ⽤ 意 し ま す) ｡  

④   ⽀ 払 い 時 期 等  
実 ⾏ 団 体 へ の 助 成 ⾦ の ⽀ 払 い は ､ JANPIA か ら 資 ⾦ 分 配 団 体 に 助 成 ⾦ が 交 付 さ れ た 後 に ､ 契 約 に 

基 づ き 半 年 分 の 実 ⾏ 団 体 へ の 助 成 ⾦ を 概 算 払 い で 実 ⾏ 団 体 の 指 定 ⼝ 座 に 振 り 込 み ま す ｡  
実 ⾏ 団 体 へ の 助 成 ⾦ の ⽀ 払 い は 事 業 開 始 時 及 び 4 ⽉、 7 ⽉、 10 ⽉、 1 ⽉ の 四 半 期 毎 ⼜ は 半 年 毎 

に、 進 捗 確 認 に 基 づ い て ⾏ う こ と と し、 そ の 時 期 は 資 ⾦ 提 供 契 約 書 に お い て 定 め ま す。  
4 ⽉ に は 実 ⾏ 団 体 向 け 精 算 の ⼿ 引 き (* 別 途 後 ⽇ に 開 ⽰) に 従っ て ､ 前 事 業 年 度 の 精 算 を ⾏ い ま す ｡  

⑤   使 途 等  
総 事 業 費 の 使 途 に つ い て は 資 ⾦ 提 供 契 約 で 認 め ら れ た も の に 限 定 し ､ 区 分 経 理 を ⾏ う と と も に 

帳 簿 を 備 え 付 け て く だ さ い ｡ ⽀ 払 証 拠 書 類 は 事 業 完 了 ⽇ が 属 す る 会 計 年 度 の 終 了 後 ､ 5 年 間 保 管 し 
て く だ さ い。  

(4)   シ ン ボ ル マー ク の 表 ⽰  
休 眠 預 ⾦ 等 交 付 ⾦ に 係 る 資 ⾦ を 活 ⽤ し て 実 施 す る 事 業 で あ る こ と を ⽰ す た め の シ ン ボ ル マー ク を 

JANPIA が 作 成 し ま す。 事 業 実 施 に 当 たっ て は こ の シ ン ボ ル マー ク を 表 ⽰ し て く だ さ い。  
具 体 的 な 利 ⽤ ⽅ 法 に つ い て は 実 ⾏ 団 体 の 事 業 実 施 前 ま で に JANPIA が 別 途 定 め る 予 定 の 「シ ン ボ 
ル マー ク 利 ⽤ ⼿ 引 き (仮 称) ｣ を ご 参 照 く だ さ い ｡  

(5)   事 業 完 了 報 告  
① 助 成 事 業 終 了 ⽇ か ら 1 か ⽉ 以 内 に、 休 眠 預 ⾦ 助 成 シ ス テ ム を 使っ て 資 ⾦ 分 配 団 体 に 事 業 完 了 報 告 
書 を 提 出 し て く だ さ い ｡  

②   事 業 の 適 正 を 期 す る た め ､ ま た は 事 業 の 評 価 を ⾏ う た め ､ 資 ⾦ 提 供 契 約 に 基 づ き 助 成 事 業 の 完 了 の 
⽇ の 属 す る 事 業 年 度 の 終 了 後 5 年 を 経 過 す る ま で の 間 は ､ 報 告 の 聴 取 ､ ⽴ ⼊ 検 査 ま た は 監 査 を ⾏ う 
こ と が あ り ま す ｡ こ の 検 査 等 に JANPIA が ⽴ ち 会 う 場 合 が あ り ま す ｡  

③   同 期 間 内 に お い て は、 会 計 帳 簿 そ の 他 本 事 業 に 関 係 す る 書 類 デー タ は 保 管 し て く だ さ い。  
④   上 記 ① ､ ② に 規 定 す る 監 査 に お い て は ､ 必 要 に 応 じ 外 部 の 専 ⾨ 家 に よ る 第 三 者 監 査 を ⾏ う こ と が あ 
り ま す ｡  

(6)   そ の 他  
助 成 ⾦ の 積 算 は 様 式 3 「資 ⾦ 計 画 書」 内 の 「積 算 の ⼿ 引 き」 を 参 照 く だ さ い。 精 算 に つ い て は 別 
途 定 め ま す。  
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14.   事 業 の 評 価  
(1)   休 眠 預 ⾦ 等 に 係 る 資 ⾦ の 活 ⽤ に あ たっ て は、 国 ⺠ の 資 産 で あ る 休 眠 預 ⾦ 等 を 活 ⽤ し て い る と い う 
性 質 上、 そ の 活 ⽤ の 成 果 を 適 切 に 評 価 し、 国 ⺠ に 明 ら か に す る こ と が 求 め ら れ て い ま す。  

(2)   「資 ⾦ 分 配 団 体・ 実 ⾏ 団 体 に 向 け て の 評 価 指 針」 に 基 づ き、 活 動 の 状 況 や そ の 成 果 を 可 視 化 し て 
報 告 し、 学 び を 活 動 の 改 善 に つ な げ、 組 織 基 盤 の 強 化 に 役 ⽴ て る た め、 評 価 （「社 会 的 イ ン パ ク 
ト 評 価」 と い う。） を ⾏っ て い た だ き ま す。 評 価 の 主 体 は、 ⾃ ⼰ 評 価 を 基 本 と し ま す。   

(3)   資 ⾦ 分 配 団 体 や JANPIA は、 実 ⾏ 団 体 に お い て 評 価 の 実 務 経 験 が 少 な い な ど、 必 要 な 場 合 に は、 各 
実 ⾏ 団 体 の ⾃ ⼰ 評 価 を 伴 ⾛ ⽀ 援 し ま す。  

(4)   ま た、 ⺠ 間 公 益 活 動 の う ち、 ⼤ 規 模 な も の、 重 要 な も の や 国 ⺠ 的 関 ⼼ が ⾼ い も の 等 に つ い て は、 
外 部 評 価 や 第 三 者 評 価 を ⾏ う こ と に よ り、 評 価 の 信 頼 性 お よ び 客 観 性 を 確 保 す る こ と と し ま す。 
な お、 実 施 内 容 や 実 施 時 期 に つ い て は、 実 ⾏ 団 体、 資 ⾦ 分 配 団 体、 JANPIA 間 で 協 議 の 上 決 定 し ま 
す。  

(5)   評 価 は 事 業 を 実 施 す る 前 （事 前 評 価）、 中 間 時 （中 間 評 価）、 事 業 終 了 時 （事 後 評 価） に 実 施 し 
ま す。 ま た、 必 要 に 応 じ て 追 跡 評 価 を 実 施 す る 場 合 が あ り ま す。  

(6)   評 価 に 係 る 事 務 負 担 が、 本 来 な さ れ る べ き ⺠ 間 公 益 活 動 の 負 担 に な ら な い よ う に す る 必 要 が あ り 
ま す。  

 
15. 基 盤 強 化 に つ い て  
  ⺠ 間 公 益 活 動 の 底 上 げ と ⾃ ⽴ 化、 持 続 的 発 展 を め ざ し、 実 ⾏ 団 体 の 基 盤 強 化 を 図 る た め、 資 ⾦ 分 配 
団 体 と JANPIA に よ る、 対 等 な パー ト ナー シッ プ に よ る 企 画 の 補 強 か ら 進 捗 管 理、 監 督、 評 価、 教 育 ･ 
研 修 事 業 等 の 実 施 に よ る 基 盤 強 化 ⽀ 援 を ⾏ い ま す。  
 
16. 実 ⾏ 団 体 に 対 す る 監 督 に つ い て  

(1)   監 督  
休 眠 預 ⾦ 等 に 係 る 資 ⾦ が 公 正 に 活 ⽤ さ れ ､ 事 業 が 適 正 に 執 ⾏ さ れ る よ う 監 督 す る た め に 必 要 な 事 

項 に つ い て ､ 資 ⾦ 提 供 契 約 に 定 め ま す   ｡  
不 正 が ⽣ じ た 場 合 に は ､ 不 正 の 原 因 究 明 ､ 関 係 者 に 対 す る 厳 格 な 処 分 ､ 再 発 防 ⽌ 策 の 策 定 及 び そ の 

内 容 の 公 表 を ⾏ う こ と と さ れ て い ま す ｡   ま た、 資 ⾦ 分 配 団 体 ま た は JANPIA が 不 正 ⾏ 為 等 を WEB サ 
イ ト 上 で 広 く ⼀ 般 に 公 表 す る こ と 及 び 当 該 不 正 ⾏ 為 等 の 関 係 者 に つ い て 刑 事 告 発 等 の 必 要 な 策 を 講 
じ る こ と が あ り ま す。  

(2)   情 報 公 開 の 徹 底  
① 資 ⾦ 分 配 団 体 は、 選 定 さ れ た 実 ⾏ 団 体 の 名 称、 申 請 事 業 の 名 称 及 び 概 要、 選 定 過 程、 選 定 理 由、 
助 成 総 額 と そ の 算 定 根 拠 を 資 ⾦ 分 配 団 体 の WEB サ イ ト 上 で 公 表 し ま す。  

②   当 該 事 項 を 実 ⾏ す る た め、 当 該 事 項 に つ い て 資 ⾦ 提 供 契 約 に 記 載 す る こ と と な り ま す。  
③   実 ⾏ 団 体 は、 休 眠 預 ⾦ 助 成 シ ス テ ム を 通 じ て 実 ⾏ 団 体 に お け る 事 業 の 進 捗 状 況 や 評 価 結 果、 助 成 
⾦ の 使 ⽤ 状 況 等 に つ い て 公 表 す る こ と が 求 め ら れ て い ま す。 当 該 事 項 を 実 ⾏ す る た め、 当 該 事 項 
に つ い て 資 ⾦ 提 供 契 約 に 記 載 す る こ と と な り ま す。 こ れ ら の 仕 組 み を 通 じ て、 資 ⾦ 分 配 団 体 は 実 
⾏ 団 体 を 適 切 に 監 督 し て い る こ と を 確 認 し ま す。  

④   資 ⾦ 分 配 団 体 は、 資 ⾦ 提 供 契 約 に 基 づ き 実 ⾏ 団 体 に お け る 総 事 業 費 の 公 正 な 活 ⽤ 及 び 事 業 の 適 正 
な 遂 ⾏ を 確 保 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は、 実 ⾏ 団 体 に 対 し、 以 下 を 実 施 し ま す。  
1) 実 ⾏ 団 体 に お け る 本 事 業 に 係 る 財 産 の 状 況 に 関 し、 報 告 ま た は 資 料 の 提 出 を 求 め る こ と  
2) 資 ⾦ 分 配 団 体 の 職 員 が 実 ⾏ 団 体 の 営 業 所 若 し く は 事 務 所 そ の 他 の 施 設 に ⽴ ち ⼊ り、 本 事 業 に 係 
る 財 産 の 状 況 に 関 し 質 問 し、 ま た は 帳 簿 書 類 そ の 他 の 物 件 を 検 査 す る こ と  

3) 不 正 等、 内 容 が 重 ⼤ で あ り 迅 速 な 対 応 が 求 め ら れ る 場 合、 資 ⾦ 分 配 団 体 と 協 議 の 上、 JANPIA 
が 1 ） 2 ） を 実 施 す る こ と  

資 ⾦ 分 配 団 体 は、 上 記 の ほ か、  
- 実 ⾏ 団 体 が ⾏ う 事 業 の 公 正 か つ 適 確 な 遂 ⾏ の た め に 必 要 な 事 項  
- そ の 他 助 成 ⾦ の 公 正 な 活 ⽤ 及 び 事 業 の 適 正 な 遂 ⾏ の た め に 必 要 な 事 項  
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を ⾏ う こ と が で き ま す。  
 
 
17. 外 部 監 査 の 実 施  
  毎 年 度 の 決 算 に つ い て ､ 外 部 監 査 が 可 能 で あ れ ば 受 け る こ と を 推 奨 し ま す ｡ そ の 際、 外 部 監 査 に 係 る 
経 費 に つ い て は ､ 管 理 的 経 費 に 含 め て い た だ い て も か ま い ま せ ん ｡ な お、 必 要 と 認 め る 場 合 に は 証 憑 を 
監 査 す る こ と が あ り ま す ｡  
 
18. 休 眠 預 ⾦ 等 交 付 ⾦ の 使 途 及 び 区 分 経 理   
助 成 ⾦ を 資 ⾦ 提 供 契 約 に お い て 定 め る ⽤ 途 以 外 の ⽤ 途 に 使 ⽤ す る こ と は 禁 じ ら れ て い ま す。 資 ⾦ 提 

供 契 約 に お い て 費 ⽤ 間 流 ⽤ に つ い て 定 め た 場 合 に は ､ 当 該 定 め に 基 づ く 費 ⽤ 間 流 ⽤ を ⾏ う こ と が で き ま 
す ｡  
 
19. 選 定 の 取 消 し 等  

(1)   実 ⾏ 団 体 が 次 の 以 下 の い ず れ か に 該 当 す る と き は ､ そ の 選 定 を 取 り 消 し ､ ま た は 期 間 を 定 め て 資 ⾦ 
分 配 団 体 に お け る 助 成 ⾦ を 活 ⽤ し た 事 業 の 全 部 若 し く は ⼀ 部 の 停 ⽌ を 求 め ら れ る こ と が あ り ま す ｡  
①   助 成 ⾦ の 活 ⽤ に よ る 事 業 の 適 正 か つ 確 実 な 実 施 が 困 難 で あ る と き  
②   選 定 に 関 し 不 正 の ⾏ 為 が あっ た と き  
③   法 ､ ⺠ 間 公 益 活 動 促 進 業 務 規 程 若 し く は 同 規 程 に 基 づ く 処 分 ま た は 資 ⾦ 提 供 契 約 に 違 反 し た と き  
④   上 記 に 掲 げ る 事 由 の ほ か ､ 助 成 ⾦ の 公 正 な 活 ⽤ 及 び 事 業 の 適 正 な 遂 ⾏ が 困 難 と 認 め ら れ る と き  

(2)   実 ⾏ 団 体 は ､ 上 記 の 規 定 に 基 づ き 事 業 の 全 部 ま た は ⼀ 部 の 停 ⽌ を 求 め ら れ た と き は ､ そ の 求 め に 応 
じ て 事 業 の 全 部 ま た は ⼀ 部 を 停 ⽌ し な け れ ば な り ま せ ん ｡  

(3)   (1) の 規 定 に 基 づ き 選 定 を 取 り 消 さ れ ､ そ の 取 消 し の ⽇ か ら 3 年 を 経 過 し な い 団 体 は ､ 実 ⾏ 団 体 の 選 
定 に 申 請 す る こ と が で き ま せ ん ｡  

(4)   (1) 〜 (3) に つ い て ､ 資 ⾦ 提 供 契 約 に 定 め ま す ｡  
 
20. 助 成 ⾦ の 返 還  

(1)   以 下 に 該 当 す る 場 合 は ､ 資 ⾦ 分 配 団 体 は 期 限 を 定 め て そ の 返 還 を 求 め る こ と が あ り ま す ｡  
①   実 ⾏ 団 体 の 助 成 ⾦ 辞 退 に 伴 い 助 成 ⾦ の 交 付 決 定 が 取 り 消 さ れ た 場 合 に お い て 既 に 実 ⾏ 団 体 が 交 付 
を 受 け て い る 助 成 ⾦  

②   実 ⾏ 団 体 の 選 定 を 取 り 消 さ れ た 場 合 ま た は 助 成 事 業 の 全 部 若 し く は ⼀ 部 を 停 ⽌ さ れ た 場 合 に お い 
て 取 消 し ま た は 停 ⽌ に 係 る 部 分 に つ い て 既 に 実 ⾏ 団 体 が 交 付 を 受 け て い る 助 成 ⾦  

(2)   資 ⾦ 分 配 団 体 は ､ 助 成 ⾦ の 返 還 債 務 の 確 実 な 履 ⾏ の た め の 措 置 を 講 じ ま す ｡  
(3)   (1) 〜 (2) に つ い て ､ 資 ⾦ 提 供 契 約 に 定 め ま す。  

 
21. 加 算 ⾦ 及 び 延 滞 ⾦  

(1)   実 ⾏ 団 体 は ､ 助 成 ⾦ の 返 還 を 求 め ら れ た と き は ､ そ の 請 求 に 係 る 助 成 ⾦ の 受 領 の ⽇ か ら 納 付 の ⽇ ま 
で の ⽇ 数 に 応 じ ､ 当 該 助 成 ⾦ の 額 に つ き 年 10.95% の 割 合 で 計 算 し た 加 算 ⾦ を 資 ⾦ 分 配 団 体 に 納 め 
な け れ ば な り ま せ ん ｡  

(2)   実 ⾏ 団 体 は ､ 助 成 ⾦ の 返 還 を 求 め ら れ ､ こ れ を 納 付 期 ⽇ ま で 納 め な かっ た と き は 納 付 期 ⽇ の 翌 ⽇ か 
ら 納 付 ⽇ ま で の ⽇ 数 に 応 じ て そ の 未 納 額 に つ き 年 10.95% の 割 合 で 計 算 し た 延 滞 ⾦ を 資 ⾦ 分 配 団 体 
に 納 め な け れ ば な り ま せ ん ｡  

(3)   資 ⾦ 分 配 団 体 は ､ (1) ､ (2) に お い て や む を 得 な い 事 情 が あ る と 認 め る と き は ､ 加 算 ⾦ ま た は 延 滞 ⾦ の 
全 部 ま た は ⼀ 部 を 免 除 す る こ と が で き ま す ｡  

(4)   (1) 〜 (3) に つ い て ､ 資 ⾦ 提 供 契 約 に 定 め ま す ｡  
 
22. 不 正 等 の 再 発 防 ⽌ 措 置   

(1)   JANPIA お よ び 資 ⾦ 分 配 団 体 は ､ 実 ⾏ 団 体 に お け る 助 成 ⾦ の 流 ⽤ や 不 正 使 ⽤ 等 の 事 案 が 明 ら か に 
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なっ た 場 合 は ､ 当 該 事 案 が 発 ⽣ し た 原 因 を 究 明 し ､ 再 発 の 防 ⽌ の た め の 措 置 を 講 ず る と と も に ､ そ の 
事 案 の 内 容 等 に つ い て 公 表 す る こ と と し ま す ｡  

(2)   JANPIA お よ び 資 ⾦ 分 配 団 体 は、 実 ⾏ 団 体 に お け る 助 成 ⾦ の 流 ⽤ や 不 正 使 ⽤ 等 の 事 案 に 係 る 者 に つ 
い て、 資 ⾦ 提 供 契 約 に 基 づ く 措 置 を 講 ず る ほ か 刑 事 告 発 等 の 必 要 な 措 置 を 講 じ ま す。  

 
23. 情 報 公 開  

(1) 資 ⾦ 分 配 団 体 は 実 ⾏ 団 体 と 協 議 の う え、 実 ⾏ 団 体 に 対 す る 助 成 の 事 実、 本 事 業 計 画、 報 告 そ の 他 の 
情 報 に つ い て、 資 ⾦ 分 配 団 体 の 事 業 報 告 書 や Web サ イ ト 等 に 公 開 す る こ と が で き ま す。 ま た、 前 
述 の 通 り 休 眠 預 ⾦ 助 成 シ ス テ ム に 登 録 さ れ た 情 報 は 公 開 で き る も の と し ま す。  

(2) 資 ⾦ 分 配 団 体 は 実 ⾏ 団 体 が そ の 選 定 を 取 り 消 さ れ た り、 本 事 業 の 実 施 が 停 ⽌ さ れ た り し た 場 合、 そ 
の 事 実 や 関 連 す る 対 応 に つ い て は 実 ⾏ 団 体 に 通 知 の 上、 資 ⾦ 分 配 団 体 の Web サ イ ト そ の 他 の 媒 体 
に よ り 公 開 す る こ と が で き ま す。  

(3) 資 ⾦ 分 配 団 体 は 上 記 の 公 開 を ⾏ う に あ た り、 実 ⾏ 団 体 や そ の 他 第 三 者 の 知 的 財 産 権 そ の 他 の 正 当 な 
権 利 ⼜ は 利 益 を 侵 害 す る こ と が な い よ う に 配 慮 す る も の と し ま す。  

 
24. 資 ⾦ 提 供 契 約  
  資 ⾦ 分 配 団 体 は、 こ の 公 募 要 領 に 定 め る も の の ほ か、 実 ⾏ 団 体 に 対 す る 助 成 の 実 施 に 関 し て 必 要 な 
事 項 を、 資 ⾦ 提 供 契 約 に お い て 定 め る こ と と し ま す。 申 請 に 当 たっ て は 資 ⾦ 提 供 契 約 の 内 容 を ご 理 い 
た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま す。  
 
25. 問 い 合 わ せ 先  
  p.2 〜 4 の 公 募 概 要 に 記 載 の と お り で す。  
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別 添   1.   申 請 に 必 要 な 書 類 の チェッ ク リ ス ト  
 
  申 請 時 に 必 要 な 書 類 は 下 記 の と お り で す。 チェッ ク 欄 は 提 出 時 の ⾃ ⼰ 点 検 に ご 活 ⽤ く だ さ い。  

  

No   名 称    必 須    チェッ ク 欄    備 考   

様 式   

1    （様 式 １） 助 成 申 請 書 兼 誓 約 書    〇    ☐      

2    （様 式 ２） 事 業 計 画 書    〇    ☐      

3    （様 式 ３） 資 金 計 画 書    〇    ☐      

4    （様 式 ４） 役 員 名 簿    〇    ☐      

団 体 情 報 に 関 す る 書 類   

■  法 人 格 が あ る 場 合   

5    定 款    〇    ☐      

6    登 記 事 項 証 明 書 （発 行 日 か ら ３ヶ 月 以 

内 の 現 在 事 項 全 部 証 明 書）   
〇    ☐   

  

7    事 業 報 告 書 （過 去 ３ 年 分）    〇    ☐      

■  法 人 格 が な い 場 合   

8    会 則 等 団 体 の 目 的 や 体 制 が 分 か る 資 料    〇    ☐      

9    事 業 内 容 が 分 か る 資 料    〇    ☐      

10   定 款 （案）      
☐   

今 後 法 人 格 取 得 

予 定 の 場 合   

決 算 報 告 書 類 （過 去 ３ 年 分）   

11   貸 借 対 照 表    11 ・ 12 

又 は   

13 の い 

ず れ か 

必 須   

☐      

12   損 益 計 算 書 （活 動 計 算 書、 正 味 財 産 増 

減 計 算 書、 収 支 計 算 書 等）   
☐   

  

13   団 体 の 決 算 の 状 況 が 分 か る 資 料    ☐      

14   監 事 及 び 会 計 監 査 人 に よ る 監 査 報 告 書      
☐   

監 査 を 行っ て い 

る 場 合   

そ の 他 の 参 考 資 料   

15   団 体 パ ン フ レッ ト や 広 報 誌 等      
☐   

参 考 と な る も の 

が あ れ ば 提 出   

 
※ 設 ⽴ か ら 3 年 未 満 の 団 体 に お い て は ､ 事 業 報 告 書・ 決 算 報 告 書 類 は 提 出 可 能 な 期 間 分 を 提 出 
し て く だ さ い。  

 
 
  

15  
 



 

別 添 2.   ガ バ ナ ン ス・ コ ン プ ラ イ ア ン ス 体 制 の 整 備 に 向 け 求 め ら れ る 事 項  
 
助 成 ⾦ の 適 正 な 執 ⾏ 及 び 団 体 運 営 の 透 明 性 確 保 の た め、 本 助 成 事 業 に お い て は ガ バ ナ ン ス・ コ ン プ ラ 
イ ア ン ス 体 制 の 整 備 が 求 め ら れ ま す。 以 下 の 項 ⽬ に つ い て ご 理 解 く だ さ い。  
 
※  公 募 申 請 時 に 必 要 な 書 類 で は あ り ま せ ん  
※  採 択 さ れ た 場 合、 規 定 類 の 整 備 に つ い て は、 RCF に て サ ポー ト し ま す  
 
【今 後 実 施 す る 内 容】  

(1) ⾃ 団 体 で 持っ て い る 規 程 や 指 針 等 に 次 の 必 須 項 ⽬ が 含 ま れ て い る か 確 認 し て く だ さ い。   
(2) 不 ⾜ が あ る 場 合 に は 新 た に 規 程 を 作 成 す る か、 既 存 の 規 程 類 の 改 訂 を ⾏っ て く だ さ い。  
(3) 以 下 の 規 程 類 の 名 称 と 提 出 頂 く 規 定 の 名 称 は 同 ⼀ で あ る 必 要 は あ り ま せ ん  
(4)  ⼀ つ の 規 定 に 複 数 の 必 須 項 ⽬ を 含 め て も 構 い ま せ ん 。  
(5)  項 ⽬ に よ り、 提 出 時 期 が 異 な り ま す 。  

提 出 時 期:  
〇     資 ⾦ 提 供 契 約 締 結 時 ま で に 提 出   
△     契 約 期 間 中 に 提 出  
※  個々 の 実 ⾏ 団 体 の 特 性 な ど を 踏 ま え、 相 応 し く な い も の が あ れ ば、 RCF と 協 議 の 上、 現 実 的 で 
実 効 性 が 担 保 で き る 対 応 に つ い て 決 め る  こ と と し ま す  

 
規 程 類 に 含 め る 必 須 項 ⽬  提 出  

時 期  
参 考  

JANPIA に お け る  
該 当 規 程 類  

・ 社 員 総 会、 評 議 員 会、 理 事 会 の 運 営 に 関 す る 規 程  
  開 催 時 期 ･ 頻 度、 招 集 権 者、 決 議 事 項、 決 議  (過 半 数 か 3 分 の 2 か)、 特 別 の 利 害  
  関 係 を 有 す る 場 合 の 決 議 か ら の 除 外、 議 事 録 の 作 成 を 含 ん で い る も の  
・ 役 員・ 評 議 員 及 び 職 員 の 報 酬 等 に 関 す る 規 程  
  役 員 及 び 評 議 員 (置 い て い る 場 合 に の み) の 報 酬 の 額、 基 本 給 ､ ⼿ 当 ､ 賞 与 等   を 
  含 む も の  

〇  ･ 評 議 員 会 規 則  
･ 定 款  
･ 理 事 会 規 則  
･ 役 員 及 び 評 議 員 の 
報 酬 等 並 び に 費 ⽤ に 
関 す る 規 程  
･ 職 員 の 給 与 規 程  
･ 理 事 の 職 務 権 限 規 
程  
 

・ 社 員 総 会、 評 議 員 会、 理 事 会 の 運 営 に 関 す る 規 程  
  招 集 理 由、 招 集 ⼿ 続 を 含 ん で い る も の  
・ 役 員、 評 議 員 及 び 職 員 の 報 酬 等 に 関 す る 規 程  
  役 員 及 び 評 議 員 の 報 酬 の ⽀ 払 い ⽅ 法、 職 員 の 給 与 の 計 算 ⽅ 法 ･ ⽀ 払 ⽅ 法 を 含 む 
  も の  
・ 理 事 の 職 務 権 限 に 関 す る 規 程  
  JANPIA の 定 款 (第 29 条  理 事 の 職 務 及 び 権 限) に 規 定 す る も の の ほ か 理 事 間 の 具  
  体 的 な 職 務 分 担 が 規 定 さ れ て い る こ と  

△  

・ 倫 理 に 関 す る 規 程  
  基 本 的 ⼈ 権 の 尊 重、 法 令 遵 守 (暴 ⼒ 団 ､ 反 社 会 的 勢 ⼒ の 排 除)、 私 的 利 益 追 求 の 
  禁 ⽌、 利 益 相 反 等 の 防 ⽌ 及 び 開 ⽰、 特 別 の 利 益 を 与 え る ⾏ 為 の 禁 ⽌  （｢ 特 定  
  の 個 ⼈ ⼜ は 団 体 の 利 益 の み の 増 ⼤ を 図 る 活 動 を ⾏ う 者 に 対 し ､ 寄 附 そ の 他 の 特 
  別 の 利 益 を 与 え る ⾏ 為 を ⾏ わ な い ｣ と い う 内 容）、 情 報 開 ⽰ 及 び 説 明 責 任、 個 
  ⼈ 情 報 の 保 護 を 含 む も の  
・ 利 益 相 反 防 ⽌ に 関 す る 規 程  
  (1)-1 利 益 相 反 ⾏ 為 の 禁 ⽌  
  ｢ 資 ⾦ 分 配 団 体 が 実 ⾏ 団 体 を 選 定 ､ 監 督 す る に 当 た り ､ 資 ⾦ 分 配 団 体 と 実 ⾏ 団 体 
  と の 間 の 利 益 相 反 を 防 ぐ 措 置 ｣ に つ い て 具 体 的 に ⽰ す こ と  
  (1)-2 利 益 相 反 ⾏ 為 の 禁 ⽌  
  ｢ 助 成 事 業 等 を ⾏ う に あ た り ､ 理 事 ､ 監 事 ､ 評 議 員 ･ 社 員 ､ 職 員 そ の 他 の 事 業 協 ⼒ 
  団 体 の 関 係 者 に 対 し ､ 特 別 の 利 益 を 与 え な い も の で あ る ｣ と い う 内 容 を 含 ん で  
  (2) ⾃ ⼰ 申 告  

〇  ･ 倫 理 規 程  
･ 理 事 会 規 則  
･ 役 員 の 利 益 相 反 禁 
⽌ の た め の ⾃ ⼰ 申 告 
等 に 関 す る 規 程  
･ 就 業 規 則  
･ 審 査 会 議 規 則  
･ 専 ⾨ 家 会 議 規 則  

16  
 



 

  ｢ 役 職 員 に 対 し て ､ 定 期 的 に ｢ 利 益 相 反 に 該 当 す る 事 項 ｣ に 関 す る ⾃ ⼰ 申 告 を さ 
  せ た 上 で ､ 適 切 な 組 織 に お い て 内 容 確 認 を 徹 底 し ､ 迅 速 な 発 ⾒ 及 び 是 正 を 図 る ｣ 
  と い う 内 容 を 含 ん で い る こ と い る こ と  
・ コ ン プ ラ イ ア ン ス に 関 す る 規 程  
  (1) コ ン プ ラ イ ア ン ス 担 当 組 織 （コ ン プ ラ イ ア ン ス を 担 当 す る 部 署 ⼜ は 責 任 者 
  が 設 置 さ れ て い る こ と）  
  (2) コ ン プ ラ イ ア ン ス 違 反 事 案 （｢ 不 正 発 ⽣ 時  に は ､ 原 因 究 明 ､ 関 係 者 に 対 す る  
  厳 格 な 処 分 及 び 再 発 防 ⽌ 策 を 確 実 に 実 施 し ､ そ の  内 容 を 公 表 す る ｣ と い う 内 容  
  を 含 ん で い る こ と）  
・ 公 益 通 報 者 保 護 に 関 す る 規 程  
  (1) ヘ ル プ ラ イ ン 窓 ⼝ の 設 置  
  ⾃ 団 体 で 整 備 す る こ と が 困 難 な 場 合 は、 JANPIA の ヘ ル プ ラ イ ン 窓 ⼝ の 外 部 機 
  関 を 利 ⽤ す る こ と で ⾜ り る も の と す る  
  (2) 通 報 者 等 へ の 不 利 益 処 分 の 禁 ⽌  
  消 費 者 庁 が 策 定 す る 「公 益 通 報 者 保 護 法 を 踏 ま え た 内 部 通 報 制 度 の 整 備・ 運 
  ⽤ に 関 す る ⺠ 間 事 業 者 向 け ガ イ ド ラ イ ン」 （平 成 28 年 12 ⽉ 9 ⽇） に 沿っ て 公 
  益 通 報 者 保 護 規 程 を 定 め る こ と  

〇  ・ コ ン プ ラ イ ア ン ス 
規 程  
・ 内 部 通 報 （ヘ ル プ 
ラ イ ン） 規 程  
 
 

・ コ ン プ ラ イ ア ン ス に 関 す る 規 程  
  コ ン プ ラ イ ア ン ス 委 員 会 が 設 置 さ れ て い る こ と。 コ ン プ ラ イ ア ン ス 委 員 会 の 
  設 置 が 困 難 な 場 合 は、 上 記 の コ ン プ ラ イ ア ン ス を 担 当 す る 責 任 者 を 配 置 す る 
  こ と で ⾜ り る も の と す る     

△  

・ 経 理 に 関 す る 規 定  
  区 分 経 理、 勘 定 科 ⽬ 及 び 帳 簿、 収 ⽀ 予 算、 決 算 を 含 む も の  

〇  ・ 経 理 規 程  

・ 経 理 に 関 す る 規 定  
  経 理 責 任 者 と ⾦ 銭 の 出 納 ･ 保 管 責 任 者 の 峻 別、 ⾦ 銭 の 出 納 保 管 を 含 む も の  

△  

・ 情 報 公 開 に 関 す る 規 程  
  以 下 の (1) 〜 (4) の 書 類 が 情 報 公 開 の 対 象 に 定 め ら れ て い る こ と  
  (1) 定 款、 (2) 事 業 計 画 ､ 収 ⽀ 予 算、 (3) 事 業 報 告 ､ 貸 借 対 照 表 及 び 損 益 計 算 書 ､ 財 
  産 ⽬ 録、 (4) 理 事 会 ､ 社 員 総 会 ､ 評 議 員 会 の 議 事 録  
・ ⽂ 書 管 理 に 関 す る 規 程  
  決 済 ⼿ 続 き、 ⽂ 書 の 整 理 ､ 保 管、 保 存 期 間 を 含 む も の  
・ リ ス ク 管 理 に 関 す る 規 程  
  具 体 的 リ ス ク 発 ⽣ 時 の 対 応、 緊 急 事 態 の 範 囲、 緊 急 事 態 の 対 応 の ⽅ 針、 緊 急 
  事 態 対 応 の ⼿ 順 を 含 む も の  
・ 監 事 の 監 査 に 関 す る 規 程  
  監 事 の 職 務 及 び 権 限 を 規 定 し ､ そ の 具 体 的 内 容 を 定 め て い る こ と   
  ※ 監 事 を 設 置 し て い な い 場 合 は ､ 社 員 総 会 で 事 業 報 告 ､ 決 算 に つ い て 審 議 し た 
  議 事 録 を 提 出 し て く だ さ い  
・ 組 織 (事 務 局) に 関 す る 規 程  
  組 織 (業 務 の 分 掌)、 職 制、 職 責、 事 務 処 理 (決 裁) を 含 む も の  

△  ・ 情 報 公 開 規 程  
・ ⽂ 書 管 理 規 程  
・ リ ス ク 管 理 規 程  
・ 監 事 監 査 規 程  
・ 事 務 局 規 程  
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